
採掘の過程で形成される斜面部分いわゆる「残壁」を緑
化し、できるだけ採掘前の植生環境に近い状態に回復する
ための努力を続けています。植栽の際にはその山にもとも
と自生している植物を基
本とし、周囲の環境との調
和を図っています。武甲鉱
業（株）の武甲鉱山（埼玉
県）ではヤナギ、フサザク
ラ、シラカバ、ヒノキ等を植
栽しています。

●残壁緑化

セメントの製造は、その主原料である石灰石を鉱山で採
掘するところから始まります。鉱山での採掘は地表を掘削
するために、少なからず自然環境や景観に影響を与えると
いう認識のもと、鉱山開発に先立つ環境アセスメントに基
づき、採掘が終了した後も、覆土・植栽などで生物多様性
に配慮した環境修復を行なっています。

環境NGOコンサベー
ション・インターナショナル
日本代表日比保史氏を講
師に招き「生物多様性の現
状と企業の関わり方」を
テーマに講演会を2009年
7月16日本社講堂にて開催
しました。

三重県の藤原工場（(株)イシザキ藤原鉱山）では、次期
原料山の鉱山開発を計画しており、2008年12月より三重
県環境影響評価条例に基づき環境影響評価（環境アセス
メント）の手続きを開始しました。
すでに先行して環境影響評価を実施している他鉱山で
は「生態系保全対策検討会」を結成し、検討会での活動を
通じて地域の動植物の保全・復元と地域振興に資する保
全策を検討しています。
当社では単に開発事業を実施するというものではなく、
地域の生態系に配慮し、地元の振興を図っていくことがこ
れからの鉱山開発において重要であると考えています。
藤原工場でもこの基本的

な考え方に基づき、環境影響
が最小化できるよう保全対
策を検討・実践し、持続可能
な鉱山開発の実現を目指し
ています。
　

●環境影響評価

希少動物の調査状況

残壁の緑化

講演会

広葉樹の植栽

「A&AMライトソーラー」は、軽量で強度のあるFRPを基
板とし、フィルム型アモルファス太陽電池を一体化した超軽
量太陽光発電パネルです。従来の結晶系太陽光発電シス
テムは、設置架台を含めると約20kg/m2程度の積載重量
となり、スレート屋根や金属折板屋根のような軽量屋根の
建屋では構造的に搭載できないケースがありました。
A&AMライトソーラーはパネル重量が3.8kg/m2、取付下
地を含めても5.6kg/m2と、従来の約4分の1の積載重量な
ので軽量屋根にも搭載することができます。工場、倉庫、物
流基地、駅ホーム等の大面積の屋根に最適です。

●超軽量太陽光発電パネル

従来、推進工事において立坑内の支圧壁築造の際に
は、生コンクリートを打設していました。この支圧壁は工事
終了時に破砕、撤去しなければならず、騒音問題と産廃処
理が発生します。「バックロック」は、解体・移動・再使用が
可能で、設置や撤去の際に振動・騒音・粉じんが発生しま
せん。公共工事における総合評価落札方式の評価でも、
高い評価を受けられる支圧壁です。

●バックロック（推進工法用分割式プレキャスト支圧壁）

（株）エーアンド エーマテリアル　「A&AMライトソーラー」（スレート建屋 ： 茨城県）

秩父コンクリート工業（株）　「バックロック」（公共下水道工事 ： 東京都）

「シャオンキュウフレキ」は、一般的なコンクリート系遮
音壁と異なり、遮音性能と吸音性能の両方の機能を併せ
持つ薄型軽量パネルです。
ALC（軽量気泡コンクリート）パネル技術を基盤に開発

された吸音材「シズカライト」と遮音材「フレキシブルボー
ド」との複合により、61mmという薄さながら、遮音性能
だけでなく、低音域から高音域まで幅広い周波数域で優
れた吸音性能を発揮します。
また、一般の外壁に相当する強度があり、各種産業、鉄
道・道路や住居などあらゆる分野で、静かで快適な環境を
提供します。

●高機能吸音遮音パネル

｢アートスルー｣と｢オーシャンスリット｣は、表面にスリット
を施した透水性・保水性ブロックです。意匠性が高くバリ
アフリー機能を持ち、水たまりがなく滑りにくく歩きやすい
ことが特長です。集中豪雨による河川や下水道への流水
を緩和し、洪水防止の一助にもなります。また表面に目地
と同じ幅のスリットがあるため、不快な振動が伝わらず、車
椅子や自転車、ベビーカー等もスムーズに走行できます。

●スリット入り透水性・保水性ブロック

クリオン（株）　｢シャオンキュウフレキ｣　(病院施設騒音対策 ： 愛知県)

太平洋プレコン工業（株）　｢アートスルー｣（新宿伊勢丹前 ： 東京都）

埼玉県秩父市の武甲山にある秩父太平洋セメント（株）
の三輪鉱山では、1972年から同山に自生する希少植物の
保護育成に取り組んできました。鉱山内の「植物園」では、
65種類の希少植物を地元の専門家などの協力を得ながら
栽培し、併せて1995年からは当社中央研究所で、バイオ
技術による希少植物の保存・
増殖の研究も開始し、増殖し
た苗を採掘跡地へ植え戻す
活動を継続しています。

●稀少植物保護

チチブイワザクラ

ミヤマスカシユリ

資源カンパニー鉱業部では、2008年度に引き続き、東京
都の「色彩豊かな森補助事業」に参画しました。
東京都西多摩郡において採石事業所地内の当社所有地

で林齢45年生のスギ・ヒノキ林を伐採し、広葉樹を植栽し
ました。対象範囲は1区域0.46haで、概ね80%を越える本
数の伐採作業を行ないました。今回は本数が少ないため、
植栽する広葉樹はサクラ
一種とし、1.5～2.0mの
苗木を1haあたり80本、
計37本の植栽を行ない
ました。

鉱山開発での環境影響低減

生物多様性に関する講演会開催

地域の自然保護活動
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環境への取り組み

当社グループ各社では、多様化する社会のニーズに応えるべく様々な技術開発に取り組み、環境に配慮した
機能を持つ製品・サービスを提供し、生活環境の向上や省資源、CO2削減に貢献しています。

環境配慮型の製品・サービス


